
12.2.4 北川試案

○団体活用と指導の関係

指導方針があって、初めてどういう指標でどういう指導をするのかが決まる。

例えば、

・団体が抱えた負債で自治体が損害を被らないようにしたい。

　⇒借入金依存度を下げる。

・委託料を下げ、もっと安価に公益実現したい。

　　⇒管理費比率を下げる。

・市との関わりの深い団体を注視する必要がある。

　　⇒収入依存度が高い団体の指導関与を強める。

などである。
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